



































logit 分析により実証する。第 5 章では、やはり個票データを用いて、個人の特性とストレ
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改訂の作業は 7月 20日から 8月 14日まで、主査の監督のもとに行われた。上記のコメ
ント (2)に従って、p.28、p.51、p.72に改訂した仮説が掲げられている。コメント(3)をう
けて random-effect modelの推定を行い、その推定結果とHouseman testの結果を p.143
から始まる Appendix Table Dに掲げた。コメント(4)に従い、アジアにおける関連する実
証研究の論文をいくつか p.17に引用した。コメント(5)に従い、アルコール依存に関する議
論を p.15で展望したうえで、個票レベルのアルコール依存のデータを使って、logit分析を
行った。改訂版では、その分析結果を記述統計とともに Appendix Table E（p.147から）
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に掲げ、p.53において検討している。コメント(6)に沿って、第 3.2節、3.3節、4.1節、4.2
節、5.1節で表現の修正を行い、第 3.3節と第 3.5節をそれぞれ二つのサブセクションに分
割した。 
 
博士論文の最終版は 8月 16日に提出された。主査はそれを慎重に検討し、以上のように
改訂が完了したことを確認した。 
 
